
 

 

 

 

事業名 令和４年度福岡教育事務所管内「学校を核とした人づくり・地域づくりセミナー」 

期 日 令和４年１１月１１日（金） 

参加者 ５２名（オンラインで実施） 

日 程 

 

時  間 内      容 

13:30～13:35 【開会行事】 

13:35～13:50 

【説  明】「本セミナーの趣旨と進め方について」 

福岡教育事務所社会教育室     

社会教育主事 吉丸 治樹 

13:50～14:25 

【実践発表１】「地域とともにある学校(学園)づくり」  

宗像市立日の里中学校   

学園コーディネーター 北岡 隆博 氏 

意見交流（質疑・実践から学ぶこと） 

14:25～14:35 休憩・準備 

14:35～15:10 

【実践発表２】「地域主体の教育力を生かした活動の展開」 

      ～子どもが笑い 親が微笑み 地域がきらめく～ 

広川町教育委員会生涯学習課 

生涯学習係 係長       冨士原 真紀  氏 

広川町教育委員会生涯学習課 

生涯学習係 地域活動指導員 貞苅 えり子  氏        

意見交流（質疑・実践から学ぶこと） 

15:10～15:30 

【ま と め】 

福岡教育事務所   

主幹指導主事兼社会教育室長 折居 邦成 

15:30～15:35 【閉    会】 
 



 

 

活動の 

実際 

【実践発表１】 
宗像市立日の里中学校 学園コーディネータ

ーの北岡 隆博 氏に「地域とともにある学校
（学園）づくり」と題してご発表いただきました。
学園コーディネーターの役割、学校と地域が連
携・協働していくための学校運営協議会の仕組
み、地域連携カリキュラムの作成等について、図
や写真を用いて説明していただきました。特に地
域連携カリキュラムは、学校と地域の方で熟議
し、毎年、更新されているということも話されま
した。 
参加者にとっては学校運営協議会の仕組みやそ

の効果について理解を深めることができたと思います。 
【実践発表２】 

広川町教育委員会生涯学習課生涯学習係の冨士

原 真紀 氏、貞苅 えり子 氏に「地域主体の

教育力を生かした活動の展開」～子どもが笑い 

親が微笑み 地域がきらめく～と題してご発表い

ただきました。特に地域主体で学校や地域、団体

と連携・協働していく仕組みについて説明してい

ただきました。広川町で実践されている「土曜教

室」は、幼児から成人まで参加できる多種多様な

活動が展開されており、多くの地域の方がかかわ

っています。そのことが、広川町の地域づくりに

もつながっていると話されました。 

参加者にとっても、自分の地域での活動を見直したり、充実させたりするきっかけに
なったことと思います。 
【まとめ】 
福岡教育事務所 主幹指導主事兼社会教育室長 折居 邦成がまとめを行いました。

学校の課題、地域の課題を共有し、両者にとっての課題は学校と地域が協働して解決し
ていくこと、つまりコミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進の在り方
について話しました。そこで新宮町立新宮東中学校の「ひがし竹灯篭」の実践を紹介し
ました。この実践は、新型コロナウイルスの影響により学校の行事ができなくなったこ
とで、何か生徒の心に残る行事がしたいという学校の願いと地域の伝統的な行事を広め
たいという地域の願いから生まれた活動です。まさにこの活動は、学校と地域がそれぞ
れの課題を共有しながら、解決に向けてコミュニティ・スクールと地域学校協働活動を
一体的に推進したことで相乗効果が発揮され、学校づくりや地域づくりにつながった好
事例であると考えます。 

全体を 

通して 

参加者アンケートでは、「コミュニティ・スクールや地域学校協働活動を進めるために
は、仕組みが大切であるということが分かりました。」（学校教育関係者）、「地域が学校
を支える・学校と地域が一緒にする・学校が地域の行事に参画するといったバランスが
大切だと思いました。」（学校運営協議会委員）、「学校と地域で目標や課題を共有し、連
携・協働していくことが大切だと分かりました。」（行政関係者）といった今後の活動に
つながるような記述が多く見られました。このことから、参加者にとっても有意義なセ
ミナーになったと考えます。 
一方、「様々な立場の方との意見交流がしたい」という記述もありました。今後は、グ

ループ協議等を入れながら、参加者の地域での実践や課題を共有する時間を設けて、よ
り充実したセミナーにしていきたいと考えます。 
福岡教育事務所社会教育室といたしましては、昨年度より教育指導室と共催で本セミ

ナーを実施しています。そのことで、コミュニティ・スクールや地域学校協働活動の仕
組みや、メリットについて発信することができました。今後も管内市町に対して地域学
校協働活動にか携わられている方の研修や支援、好事例の紹介等を中心に地域学校協働
活動の推進を行っていきます。 

【実践発表１ 北岡 隆博 氏】 

【実践発表２ 広川町発表の様子】 

【参加者の様子】 



 

 

 


